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 令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 
◇全国平均より上回っている種目 

上体起こし・反復横跳び 

 

◇全国平均とほぼ同程度、やや上回っている種目 

 20ｍシャトルラン・50ｍ走・立ち幅跳び 

◇全国平均より下回った種目 

 なし 

 

◇全国平均とほぼ同程で、やや下回っている種目 

 握力・長座体前屈・ハンドボール投げ 

男子は全国平均よりも上回っている種目もあり、下回

る種目も全国平均よりも同程度のものが多数だった。 

女子は多くの種目で全国平均よりも下回る結果とな

った。 

運動に対する前向きな生徒が多い。３年間の新体力テ

ストの実施をしながら経年分析を行い、生徒の健やかな

体の育成に努めたい。 

 
◇全国平均より上回っている種目 

なし 

 

◇全国平均とほぼ同程度、やや上回っている種目 

 長座体前屈 

◇全国平均より下回った種目 

 長座体前屈を除いた全ての種目 

 

◇全国平均とほぼ同程度、やや下回っている種目 

なし 

 ◇保健体育の授業は楽しい 

 男女ともに全国平均より大きく上回る 

◇運動が好き 

 男女ともに全国平均を大きく上回る 

◇朝食を食べない 

男子は０、女子は全国平均を上回る 

◇「平日の視聴時間」 

 男女ともに 4時間以上が平均より多く、女子は 5時 

間以上が多くを占めている。 

運動やスポーツに対し、楽しみつつ積極的に参加

し、授業にも真面目に取り組む生徒が多い。 

朝食を食べず、テレビやスマートフォン等の視聴時 

間が長い生徒がいる。運動への課題を意識した取組

や、学習を日常生活へ活かし運動への意欲を喚起でき

るようにしたい。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自ら 

健康の保持増進を図る取組 

 

   

 

◇体育授業時の「マイトレーニング」を実施する。 ➡ 成果の確認と定期的な見直しを行う。 

◇生活アンケート、学校評価アンケート、全国体力・運動能力、運動習慣等調査の有効活用をする。 ➡ 傾向や結果を分析し、授業や行事への取組の方法を検討する。 

○運動の機会の充実を図る環境整備の推進 

○三間（仲間・時間・空間）の創出により、運動

機会の充実を図る取組 

・「体育館・グラウンド遊び」の学年割当、 

学級へのボール配付 

・「体育的行事」（陸上競技大会）への取組 

 

・昼休みのグラウンド・体育館遊びを実施する。 

学年毎、安全を考慮しながら、十分に活動 

できるように配慮する。 

・体育的行事（陸上競技大会）学年体育的行事

（球技大会・体育的レク集会など）への取組。 

具体的な

取組 

三つの取組 
 

○「課題探究的な学習」の推進 

○感染予防に配慮した学習の推進 

○ICT を活用した学習活動の充実 

・「課題探究的な学習」の推進 

・｢分かる｣｢できる｣｢楽しい｣授業の工夫 

・体力について自己の課題を見つけ、体力向上へ

の解決方法を探りトレーニングの組立を行う。 

・Chromebook を使い、自他の動作確認を行う中

で課題を見つけ合い、互いにその解決に向けて

の方法を考え、取組を行う。 

・技能向上のための練習を実践したり、また、そ

の内容を交流したりして互いに高め合う。 

・授業を通じて「分かる」ことを体育的行事の競

技の理解から技能の向上に生かし、「できる」

「楽しい」に結びつける。 

○各教科等の授業による主体的で探究的な学習と、

関連させた健康教育（健康づくり）の推進 

○ICT を活用した健康に関する学習の充実 

・｢学校保健計画｣を中心とした健康教育の推進 

・｢各教科｣の主体的で探究的な学びを考慮した 

健康教育の推進 

・健康診断の意義理解と自分の身体に関心をもつ。 

・季節に応じた健康教育～「熱中症」「インフルエ

ンザ」の予防について学ぶ。 

・年間を通して健康相談活動の強化（メンタルヘル

ス）を図る。 

・家庭科の食の領域で栄養バランスについて学び、

健康的な食生活について考える。 

・Chromebook を使った調査で、健康についての理

解を深める。 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 

家庭・地域との 

連携・協働 

体力・運動能力

＜男子＞ 

体力・運動能力

＜女子＞ 



 


